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今年3月に完成した青海霊園(黒田)

成
時金百

7c 園
愚一一山海

墨邑
田

長
浜
町
の
公
葬
墓
地
「
青
海
霊
園
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
分
の
問
、
長
浜
地
区
な
ど
に
お
け

る
墓
地
不
足
状
態
が
解
消
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
霊
園
は
、
町
が
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
に
委
託
し
て
、

平
成
二
年
度
と
三
一
年
度
の
二
か
年
事
業
に
よ
り
総
事
業
費
約

九
千
万
円
を
か
け
て
造
成
し
た
も
の
で
す
。

墓
地
区
域
総
面
積
五
千
八
百
四
十
六
2m
の
う
ち
、
墓
地
区

画
及
び
参
道
面
積
は
二
千
一
二
百
四
十
四
d
、
休
憩
所
、
駐
車

場
、
緑
地
、
法
面
な
ど
が
一
二
千
五
百
二
2mo

貸
付
す
る
墓
地
の
区
画
数
は
、
約
二
百
区
画
で
四
2m
区
画

と
六
d
区
画
の
二
種
類
を
設
け
て
お
り
、
使
用
料
は
凹
2m
が

二
十
四
万
円
、
六
2m
区
画
が
三
十
六
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
行
っ
た
使
用
予
約
申
込
受
付
以
後
、
四
月

二
十
七
日
ま
で
に
約
百
一
二
十
区
画
の
使
用
申
込
を
受
付
、
五

月
十
五
日
の
抽
選
に
よ
り
使
用
区
画
が
決
定
し
ま
し
た
。
残

る
区
画
に
つ
い
て
も
、
随
時
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
生
活
環
境
課
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
墓
地
を
使
用
で
き
る
方
は
、
長
浜
町
に
住
所

又
は
本
籍
が
あ
る
方
で
、
町
長
が
許
可
し
た
方
に
限
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
墓
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
町
の
規
定
に
よ
る

こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
墓
碑
や

境
界
塀
、
樹
木

の
高
さ
な
ど
に

も
二
疋
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

役
場
生
活
環
境

課
(
五
一
一
l

一

一
一
一
)
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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議会第 1回臨時会一一一司

長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
五
月

二
十
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

平
成
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や

長
浜
町
課
設
置
条
例
な
ど
の
九
議
案
は
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
。
ま
た
、
長

浜
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
定
め
る
議
提
一
件
も
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

企
業
立
地
奨
励
基
金

額
立
金
者
ど

一
融
会
計
補
正
予
算

平
成
士
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

四
千
七
百
五
十
六
万
二
千
円
が
補
正
さ

れ
、
予
算
総
額
は
六
十
五
億
七
千
五
十

六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
聞
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、
総
務

費
と
し
て
、
財
政
、
港
湾
、
企
業
立
地

奨
励
な
ど
の
各
積
立
金
合
わ
せ
て
三
千

七
百
二
十
一
二
万
八
千
川
で
す
。

第
八
次
漁
港
整
構

計
圏
の
修
築
事
業

請
負
契
約
の
締
結

第
八
次
漁
港
整
備
計
画
の
う
ち
櫛
生

漁
港
修
築
事
業
に
係
る
護
岸
、
物
揚
場

施
設
等
の
整
備
事
業
は
、
八
千
九
百
六

十
一
万
円
で
株
式
会
社
清
水
建
設
と
請

負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

長
浜
町
課
設
置

条
例
を
改
正

機
構
改
革
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
長
浜
町
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
機
構
改
京
後
の
機
構
図
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。

長
浜
町
議
会
委
員
金

条
例
を
改
正

機
構
改
革
に
伴
、
っ
条
例
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
長
浜
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。な
お
、
常
任
委
員
会
の
名
称
、
委
員

の
定
数
及
び
所
管
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委員会の名称
委員

所 会円益二 事 項徒三主主

主主 務 総務課・企画調整課・税務課・会

6A 計三主・議会事務局の所管に属する
常任委員会 事項

文教厚生
住民課・福祉課・養護老人ホ←ム

常任委員会
6人 -生活環境課・教育委員会の所管|
に属する事項

産業建設
6人
経済課・建設課の所管に属する事

常任委員会 項

1 
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一一一一長浜町組織機構改革

一部各課の名
ましたわ明も醍置

し
一
ハ
月
一
日
付
の
長
浜
町
組
織
機
構
改
革
に
伴
い
、

一
部
各
課
の
名
称
と
配
置
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
機
構
改
革
は
、
長
浜
町
の
執
行
機
関
で
あ

る
職
員
の
組
織
機
構
が
昭
和
三
十
四
年
に
制
定
さ

れ
て
以
来
、
再
三
改
正
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
に
お
け
る
経
済
社
会
情
勢
の
急
速
な
変
革
と
増

大
か
つ
多
様
化
す

る
行
政
需
要
に
対

応
し
き
れ
な
い
状

況
下
に
あ
る
た
め
、

時
代
に
即
し
た
執

行
体
制
手
つ
く
り
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
機

構
改
革
は
、
当
町

で
は
平
成
二
年
度

か
ら
「
町
守
つ
く
り
・

里
づ
く
り
・
心
づ

く
り
」
の
町
政
を

推
進
し
て
い
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
要
望
に
お

応
え
す
る
た
め
、

こ
う
し
た
ソ
フ
ト

面
で
の
町
政
を
一

歩
前
進
さ
せ
る
た

め
の
も
の
で
す
。

な
お
、
内
容
に

機構改革後の各課配置見取圏

課務ft 

( 1 階)

つ
い
て
は
、
開
発
課
を
「
企
画
調
整
課
」

に
改
め
、
全
体
の
企
画
調
整
機
能
を
補

強
し
、
ま
た
、
こ
の
課
に
「
用
地
対
策

室
」
を
設
置
し
、
こ
の
対
策
室
で
町
全

体
の
用
地
問
題
を
カ
バ
ー
し
、
今
後
の

公
共
事
業
の
促
進
と
宮
公
需
要
に
対
応

し
ま
す
。

次
に
住
民
課
の
一
部
事
務
を
移
管
さ

せ
、
「
福
祉
課
」
を
新
設
し
、
町
民
の

学校教育課

社会教育課

生活環境課

福
祉
、
特
に
高
齢
化
社
会
に
即
し
た
福

祉
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
衛
生
課
と
水
道
課
を
統
合
さ

せ
、
「
生
活
環
境
課
」
を
設
置
し
、
従

来
の
国
民
健
康
保
険
事
務
は
、
一
部
住

民
課
に
移
管
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
、
保
健
、
衛
生
、
環
境
保
全
等
、
生

活
優
先
の
一
環
し
た
行
政
を
進
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
部
局
に
つ
い
て
は
、
新

言某i斉J又
司二と

A 

( 2階)

日
「
-
室算電

た
に
社
会
教
育
課
を
新
設
し
、
高
齢
化

社
会
と
生
涯
教
育
学
習
並
び
に
文
化
の

薫
る
町
、
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す。
な
お
、
教
育
課
を
「
学
校
教
育
課
」

に
改
め
ま
し
た
。

機
構
図
及
び
各
課
配
置
図
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

言集二月一

良又

企画調整課

建

室言義t-
Z三
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彦

信

生

邦

芳

稲

本

田上

泉

日

町長

助役

収入役

越山

謀

長

高

橋

課

長

秘

佐

大

野

課

長

補

佐

植

杉

#

長

補

佐

丙

同

(
人
事
庶
務
係
)

(

業

)

係

長

植

杉

主

査

松

本

主

査

西

山

、

一

土

事

情

東

主

事

補

坂

本

主

事

補

ゐ

山

(
財
政
係
)

へ

兼

)

係

長

丙

問

主

査

清

水

(
管
財
係
)

係

長

大

本

主

事

菊

地

(
情
報
管
理
係
)

へ

兼

)

係

長

大

野

技

術

専

門

員

大

野

、

土

査

都

築

主

査

三

浦

、

壬

杢

楠

野

、

王

事

河

野

主

事

井

上

也

話

交

換

手

菊

地

田

敏岳
博志見亮

岳
志
治
子
健
市
順
子
直
哉
鈴
美

康敏;
別 1専

敏 HIi
宏裕

直 情茂直小泰
美勉久利重宮俊男

戸果

長

刊
日

課

長

補

佐

上

川

課

長

補

佐

川

尾

(
企
画
調
査
係
)

(

兼

)

係

長

洲

尾

主

査

部

築

(
調
整
部
)

係

長

清

水

、

一

七

事

久

保

(
企
業
誘
致
係
)

係

長

久

保

文

章

主

査

宇

根

や

す

子

海
絶
対
策
警

主主室
町会子 f主
T ヨ三
補事長

与ξ

課

長

課
長
補
佐

課
長
補
位

、
王
幹
補

(
住
民
税
係
)

(

兼

)

係

長

村

上

主

任

、

王

事

谷

上

主

事

補

山

下

(
固
定
資
産
税
係
)

係

長

久

保

同

位

市

主

事

松

田

土

土

司

主

事

山

下

敦

司

計慶
手11{言

{主言十
江邦

』ミイ変:
人三

菊久山
地保根

嘉勇
孝範一

中村中石
野上野住

貴陛{建武
犬志;蔵イ変

ル真 1('条
ミ悟志

(
収
納
部
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
二
一
月
正
昭

主

査

三

秋

レ

イ

子

(
国
土
調
査
係
)

(

兼

)

係

長

中

野

健

蔵

主

任

主

事

森

内

雄

一

郎

主

事

補

井

上

朋

昭

主

事

補

小

川

恭

二

課

長

課
長
補
佐

(
戸
籍
係
)

係

長

主

査

主

査

主

査(
年
金
保
)

係

長

主

査(
国
保
係
)

係

長

小

西

主

査

大

国

主

査

熊

本

(
同
和
対
策
係
)

へ

兼

)

係

長

笹

本

主

畳

小

林

言果

長

性 II!
4三本

栄勝
予正

亀

田

稔

大
本
み
つ
子

城

戸

広

美

菊

地

英

夫

上久
地井

米
子

真尚子{
弓子一

て止( 戸コト
tコペ、

主一

佐
々
木
一
昔

課

長

補

佐

下

回

(
町
民
福
祉
係
)

日

開

長

吉

田

主

任

主

事

富

上

(
老
人
福
松
係
)

係

長

山

本

多

喜

男

主

査

菊

池

恵

美

子

(
幼
児
福
祉
係
)

(

兼

)

係

長

干

旧

健

三

一
品
開
問
時
間
相
時
士
大
情
京
子

主

任

主

事

西

山

厚

子

主

任

保

母

矢

野

元

朝

子 イ建孝直
一人

謀

長

丸

山

課

長

補

佐

森

川

課

長

柿

佐

久

保

(
保
健
指
導
係
)

(

兼

)

係

長

久

保

博

呂

主
席
主
任
保
健
婦
一
古
和
子

主
席
主
任
保
健
婦
原
間
稚
子

保

健

財

村

田

美

智

子

(
環
境
係
)

係

長

窪

清

一

、

王

事

補

加

納

紀

彦

(
水
道
管
理
係
)

係

長

二

日

義

道

，

主

任

主

事

稲

垣

美

恵

子

主

任

、

玉

事

津

田

博

幸

(
水
道
工
務
保
)

(

兼

)

係

長

森

川

↑専純寿
=ー
品 1T一

屯一丁

，Y
汗
ノ
J
1

主

事

補

丙

山

(
不
燃
物
処
理
場
)

、

一

半

杢

松

一

わ

之

道

(
環
境
セ
ン
タ
ー
派
遣
)

主

事

山

根

治

彦

前
宏

課

長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

(
振
興
係
)

(
兼
)
係
長
宇
都
宮
芳
丈

(
農
林
水
産
係
)

係

長

浪

本

主

査

井

ヒ

主

事

補

畦

(
商
工
観
光
係
)

(

兼

)

係

長

政

所

事

務

専

門

員

日

野 と

満

治

雄

政

所

友

邦

宇
都
宮
芳
文

幸裕忠
治主主則

敏友
f一手E

課

長

課
長
袖
佐

(
管
理
係
)

係

長

重

松

直

博

主

費

友

沢

あ

ワ

子

、

王

事

中

野

利

富

(
公
共
土
木
係
)

係

長

岡

田

王

杏

菊山
地下

洋国
一広

中
田

圭女子
助光



主

事

渡

濯

(
農
業
土
木
係
)

(

兼

)

係

長

菊

地

主

査

戎

主

事

兵

頭

(
漁
港
係
)

係

長

主
任
主
事

主

事

補
(
港
務
所
)

主

幹

補

主

士

官
一
一
老
木
一
事
者
五
一
一
一

園

長

闇
幽
匡
衣
満
開
什
位
北
北

岸
古
市
品
山
道
吉
田
円

、
正
席
、
正
任
看
護
刻

、

王

査

主

査

主
任
寝
食
母

一

寮

母

一

賢

母

寮

母

寮

母

調

理

員

先

公;j:

;民主

J類--:

-5ー

一一一出

(
今
坊
公
民
館
)

主

事

松

岡

萌…(
手Ij i羊
平徹一

山藤山
本本木

一修安
良[1二広

坂西
東本

撃霊

矢

野

克

新

嗣

道

夫

平
田
由
美
子

大

野

良

下

一

藤

豊

清

水

藤

子

清

水

愛

子

松

本

和

毛

中
嶋
加
代
子

渡
辺
タ
ミ
子

山

本

静

栄
院7
規

…
教
育
委
員
会
一

教

育

長

教
育
次
長

(
兼
)
謀
長

課
長
補
佐

(
総
務
係
)

(
兼
)
伸
長

(
櫛
生
公
民
館
)

主

事

藤

岡

(
出
海
公
民
館
)

主

事

束
(
豊
茂
公
民
館
)

主

事

城

戸

(
大
和
公
民
館
)

主

事

稲

田

(
白
滝
公
民
舘
)

主

事

ご

一

秋

日
一
捷
一
ι
一課一一一一一一ト一一館一一

(
今
坊
隣
保
館
)

主

事

松

岡

(
櫛
生
隣
保
館
)

主

事

藤

岡

一一一診:一薄:一一一所~一一一

渡木
i互凹

i上
敬統

手口 iJi 
固ま互

敬
正
義

干日
出

正
義

章
男

勝
浩

茂
利

敦
司

l湯
規

主争t

男

(
学
校
教
育
係
)

係

長

矢

野

L

し
和
雄

、

主

査

松

本

伊

代

子

課

長

叶

本

課

長

輔

佐

菊

地

(
生
湛
教
育
係
)

(

兼

)

係

長

菊

地

中
市
人
公
民
館
主
事
西
宮

手R
求正

手E
潔求

~・
:J.，ζ 

(
青
島
訟
療
所
)

主
席
主
任
看
護
婦
赤
丸

(
櫛
生
診
療
所
)

主
席
、
一
王
任
看
護
婦
宝
生

(
出
海
診
療
所
)

主
席
主
任
看
護
婦
高
田

(
豊
茂
診
療
所
)

主
席
主
任
看
護
婦
坂
田

嘉
1¥，; 

恵
子

一房子
美
香

一一山保一一一一蕎一一比一一所一

(
長
浜
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
大
藤
恭
子

主
席
主
任
保
母
矢
間
栄
津
美

主

席

主

任

保

母

矢

野

幸

子

主

任

保

母

横

山

典

子

保

母

井

上

美

紀

主

任

調

理

員

岡

崎

美

智

子

(
白
滝
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
山
本
コ
ト
エ

社
会
教
育
指
警
只

(
嘱
託
」

社
会
教
育
指
導
員

(
嘱
託
)

呂
田

1孟
義

1公
本

TE 
τt  ，[0，、

一
点
追
社
会
教
育
、
王
事
上
満

(
文
化
振
興
係
)

係

長

垣

見

中
央
公
民
館
主
事
山
尾

淳正
志志

室

長

室
長
補
佐

田山
中崎

一
義
宏
幸

主
席
主
任
保
母
大
野
ギ
ン
子

主

席

主

任

保

母

山

本

直

美

主

任

保

母

宮

本

邦

子

保

母

藤

岡

邦

子

主

任

調

理

員

浪

本

満

子

(
沖
浦
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
一
二
好
五
月

主

席

主

任

保

母

矢

野

越

子

主

席

主

任

保

母

梶

本

幸

子

主

任

保

母

吹

春

み

ね

子

保

ほ

谷

田

佳

織

(
櫛
生
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
西
岡
房
子

主

席

主

任

保

母

富

岡

民

子

主

席

主

任

保

母

児

玉

智

代

主

任

調

理

員

笹

本

直

江

(
出
海
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
山
本
美
智
子

主
席
主
任
保
母
鈴
木
佳
代
子

主

任

保

母

白

石

玉

子

千故

(
会
計
係
)

(
兼
)
係
長

主

食

久田
1Jt~ 寸1
芙
定、宏
子幸

主局
1-T: 
三E
事長

山
下
吉
岡

明一
美仁

(
兼
)
事
務
局
長

(
兼
)
事
務
専
門
員

日上
野満

敏治
子雄

保

母

山

西

千

恵

保

母

中

川

加

奈

子

(
大
和
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
下
回
美
世

主

席

主

伴

保

母

平

野

悦

子

主
席
、
一
王
任
保
母
清
水
郁
子

主

任

保

母

戎

裕

子

保

母

中

野

八

千

代

保

母

小

川

好

恵

(
喜
多
灘
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
大
成
節
子

主
席
主
任
保
母
木
之
本
律
子

、
主
席
主
任
保
母
同
山
み
ち
子

主
席
、
主
任
保
母
佐
竹
千
恵
子

保

母

河

野

美

和

(
豊
茂
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
萩
森
理
慧
子

主
席
主
任
保
母
菊
地
さ
と
子

主
席
主
任
保
母
士
日
間
と
よ
子

主

任

調

理

員

都

田

悦

子
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海タ1研修募集・お知らせ一一一ー

1i詰1岡f里浜町青隼海外派遣 i
I ~参加些募集|
盗一一一一一一一一

¥
 

、、

も国℃メP

長j兵町では、国121的な視野と感覚をもち、将来

のまちづくりに貢献できる人村を育成するために、

平成4年度海外研修参加者を募集しています 。

[期 日]平成 4 年11 月 7 日出~11月 15 日(日)

[研修先} フランス(南フランス・バリj

[募集人員] 5人程度(派遣問員は10人程度)

[参加負担金] 20万円(諸経費含む)

[応募資格] ①長浜町l二在住し、引き続き町内に在住予定者 ②、ド成4年4月1日現在で、

での勤労青年男久一 ⑦心身共に健康な人 伝研修に対する明確な課題をもっ人

研修、報件会の全日程に参加できる人

[提出書類] ①参加申込書 I通 ②勤務先所属長承諾書， 1 迫(参加申込書は、役場連絡所と教育委民会にあり

ますJ

、記 41f-7月10日倒 [申し込み先] 長浜町教育委員会

応募者の中から、青年海外派遣員選考委員会の選考を得て町長が決定し、

しますc

なお、不明な点や詳梱については、教育委員会(fi'52-1111・(有)2161)

qフ

o 
2 

20歳以上~45歳ま

⑦事前研修、事後

7月中旬に本人仁通知

[募集期限1
1派遣の決定]

までお問い介わせください。

児
童
手
当
、
特
例
給
付
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
は
、
L

ハ
月
中
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
給
の
資
栴
が
あ
っ
て
も
、
六
月
一

日
か
ら
一
一
7
ト

i
Hま
で
の
閣
に
「
現
況
居
」

の
子
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
と
、
六

月
分
か
ら
の
手
当
が
、
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

{
届
出
期
間
一
六
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で

{
届
出
場
所
一
役
場
福
祉
課
又
は
各
連

絡
所な
お
、
「
現
況
届
」
の
用
紙
は
役
場

福
祉
課
及
ぴ
各
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
の

※
六
月
巾
の
届
出
を
お
忘
れ
な
〈
C

特
例
を
受
け
ら
れ
る
入
ヘ

老
人

入
院
時
減
額

※ 

六属 しれ時
}]す認てる一六
にる定く方都 11
入月のだは負か
R完の界目さ 、主宜ら
さ初始い役金の
れ日日。場の入
たかは 住減院
場ら、 民額に
合に申 課認つ
は存請 で定い
五し 手をて

ノに手た 続受
月二7 日 きけ入
中三の をら院

に
手
続
き
を
済
空
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
卜
々
で

す。
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
。

老
齢
福
祉
年
八
ム
受
給
者
の
属
す
る
世
一

帯
で
、
生
計
に
要
す
る
費
削
を
負
担
し

て
い
る
人
(
世
帯
主
に
限
ら
ず
、
所
得

金
額
、
課
税
の
扶
養
控
除
、
健
康
保
健

の
扶
養
等
か
ら
町
が
生
計
維
持
者
と
認

定
し
た
者
)
が
町
税
を
課
せ
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
。

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
マ
国
民
年

金
証
書
マ
健
康
手
帳
、
被
保
険
者
証
マ

市
濫
「
j医

療
費
受
給
者
註
が

新
し
〈
者
り
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
母
子
家
庭

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

(
身
体
障
害
者
一
・
一
一
級
)
、
母
子
家

庭
医
療
費
受
給
者
証
の
い
ず
れ
も
、
七

月
一
日
か
ら
新
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま

現
主
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は
、

六
月
三
十
日
で
伎
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
町
で
は
し
八
月
下
旬
に
新
L
い
受
給

者
証
と
取
り
替
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
日
時
、
場
所
は
有
線
等
で
連
絡
じ

ま
す
の
で
、
該
当
者
は
そ
れ
に
基
づ
い

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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加
給
年
金
額
の

振

替

加

算

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
大
正

十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年

四
月
一
日
生
ま
れ
で
あ
っ
て
、
六
十
五

歳
に
達
し
た
と
き
、
次
の
い
ず
れ
か
の

老
齢
厚
生
年
金
等
の
受
給
権
者
で
あ
る

配
偶
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

た
と
き
で
老
齢
厚
生
年
金
等
の
加
給
年

金
額
の
対
象
者
と
な
っ
て
い
た
と
き
は
、

老
齢
基
礎
年
金
に
振
替
加
算
が
行
わ
れ

ま
す
。①
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間

が
二
十
年
以
上
あ
る
老
齢
厚
生
年
金
、

ま
た
は
組
合
員
期
聞
が
二
十
年
以
上
あ

る
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
等

②
障
害
厚
生
年
金
ま
た
は
障
害
共
済

年
金
の
受
給
権
者

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権

者
自
身
が
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職
共
済

年
金
(
年
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
っ

た
年
数
が
二
十
年
以
上
あ
る
も
の
に
限

る
。
)
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

振
替
加
算
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者

自
身
が
障
害
基
礎
年
金
、
旧
国
民
年
金

法
に
よ
る
障
害
年
金
、
被
用
者
年
金
制

度
か
ら
支
給
さ
れ
る
障
害
給
付
、
ま
た

は
、
思
給
法
な
ど
に
よ
る
障
害
給
付
を

受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
振
替
加
算
は
支

人権作文一一一一年金・

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

二
つ
段
上
の
年
金
一
を

受
付
ら
ね
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は

昭
和
六
十
一
年
に
改
正
さ
れ
た
新
年

金
制
度
で
は
、
全
国
民
を
対
象
と
し
て

基
礎
年
金
制
度
を
導
入
し
、
「
一
人
一

つ
の
基
礎
年
金
」
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
及
び
寡
婦

年
金
が
重
複
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
厚
生
年
金
保
険
及
び
共

済
組
合
は
「
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
」
の

制
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一A
つ
以
上
の
年
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
場
合
は
、
本
人
が
希
望
す
る
一
つ

の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
他
の
年
金
は
支

給
停
止
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
二
つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
「
選
択
申
出

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
の
支
払
い
が

保
留
に
な
っ
た
り
、
共
済
組
合
等
か
ら

年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
過
払
い
が

発
生
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
申
出

書
は
、
速
や
か
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
社
会
保
険
事

務
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

わ
た
し
が
、
町
の
図
書
か
ん
に
、

本
を
返
し
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

わ
た
し
は
、
白
て
ん
車
か
ら
お
り
で

か
ぎ
を
と
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
と
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
こ

ま
っ
て
し
ま
い
、
か
ぎ
を
と
ろ
う
と

ひ
っ
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る

と
、
あ
る
人
が
、
わ
た
し
に
近
づ
い

て
来
て
、
か
ぎ
を
と
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
人
は
、
わ
た
し
が
ぜ
ん
ぜ

ん
知
ら
な
い
人
で
す
。
わ
た
し
は
、

と
て
も
う
れ
し
く
な
っ
て
、
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
、
お

れ
い
を
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ

の
人
は
、
「
ど
、
つ
い
た
し
ま
し
て
。
」

と
一
一
一
一
口
っ
て
む
こ
う
に
行
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
お
か
げ
で
ぶ

じ
に
か
ぎ
を
も
っ
て
、
本
を
返
し
に

行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
そ
の
時
、
わ
た
し
も
大
き
く
な
っ

た
ら
、
あ
ん
な
ふ
う
に
す
す
ん
で
人

だ
す
け
の
で
き
る
人
に
な
り
た
い
な
あ
、

と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
あ
ん
な
人
が
本
当
の

や
さ
し
さ
を
も
っ
て
い
る
人
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
人
の
前
で
だ
け

よ
い
こ
と
を
し
て
、
か
げ
で
は
悪
い

こ
と
を
す
る
よ
う
な
人
を
、
と
て
も

す
ば
ら
し
い
人
だ
と
一
言
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、
み
ん
な
が

き
ら
っ
て
い
る
人
に
も
、
ま
た
、
だ
れ

に
で
も
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

だ
っ
て
み
ん
な
お
な
じ
人
間
だ
か
ら
で

す
。
さ
ベ
つ
し
て
い
る
人
も
さ
べ
つ
さ

れ
て
い
る
人
も
し
ょ
せ
ん
み
ん
な
同
じ

人
間
だ
か
ら
で
す
。
人
が
人
を
さ
べ
つ

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ぜ
っ
た
い
に
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

ド;人権I作I文I.
本当の
やさしさ
小学 3年生

わ
た
し
も
今
ま
で
、
い
じ
わ
る
さ
れ

た
り
、
い
じ
わ
る
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
わ
た
し
は
、
あ
の
時
A
君
と

B

君
に
い
じ
め
ら
れ
た
な
。
あ
の
時
、

c

ち
ゃ
ん
に
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
な
。

そ
う
い
う
こ
と
が
、
あ
た
ま
の
中
に
し
っ

か
り
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

わ
た
し
が
、

D
ち
ゃ
ん
に
い
じ
わ
る
を

し
て
し
ま
っ
た
時
の
こ
と
も
で
す
。

き
っ
と

D
ち
ゃ
ん
の
心
の
き
ず
も
、

ま
だ
直
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
は
、
あ
の
時
の
こ
と
を
思
い

出
す
と
、
何
と
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

D
ち
ゃ
ん

が
、
ち
ょ
っ
と
ま
ち
が
っ
て
わ
た
し

に
あ
た
っ
た
の
に
は
ら
を
た
て
て
、

わ
た
し
は

D
ち
ゃ
ん
を
む
し
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
い
つ
も
は
休
み
時
間

に
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
o

D
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
さ
み
し
そ
う

に
ひ
と
り
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
な
か
な
お
り
を
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
口
に
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
わ
た
し

の
悪
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
、
け
ん
か
を
し
て
し

ま
う
の
で
す
。
わ
た
し
は
、
そ
う
思

う
と
む
ね
が
い
た
く
な
り
ま
す
。

わ
た
し
に
と
っ
て

D
ち
ゃ
ん
は
、

一
番
の
友
だ
ち
で
し
た
。
で
も
そ
の

D
ち
ゃ
ん
は
、
も
う
ひ
っ
こ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の

D
ち
ゃ

ん
は
、
わ
す
れ
ら
れ
な
い
友
だ
ち
で

す。
こ
れ
か
ら
は
、
だ
れ
と
で
も
な
か

よ
く
で
き
る
、
本
当
の
や
さ
し
さ
を

も
っ
て
い
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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年金・当直医ほか一一一

国
民
年
金
の

手
続
き
は

忘
れ
ず
に

国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
以

上
λ
十
歳
未
満
の
す
べ
一
三
の
人

が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
加
入
し
て
い
て
も
配
偶

者
の
退
職
・
転
職
又
は
本
人
の

就
職
・
結
婚
等
の
場
合
に
は
、

そ
の
つ
ど
届
け
出
が
必
要
に
な

り
空
す
o

特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
と
し
て
国
民
年
金
の
第
三
一
号

被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
、
保

険
料
は
ご
主
人
が
加
入
し
て
い

る
年
金
制
度
で
負
担
し
て
ロ
ま
す
の
で
、

直
接
納
め
る
必
要
は
あ
い
り
ま
せ
ん
が
、

種
別
変
史
の
届
け
山
は
と
て
も
大
切
で

すの
奥
さ
ん
や
ご
主
人
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
役
場
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

このようなときには、役場に届け出をします。

同け山会jきとビ治き湛》1(サ丈主(2J厚)ヲ2なきリ生にjとJ旬夫きマ盛金とンやき以共オ外ι済て的組v'人l/剖)十~このような柑蹄凶句廿020歳になったと 第 1号f境保険者
0会社を退職した
のJJII入J4でなく
。会社を退職した

実(夫)

。扶養されていた妻(夫)が夫(妻)の扶養

でなくなったとき(一定の収入があるとき・

高fH.骨したとき)

0会社に就職したとき (厚生年金や共済組合 「長吾被保険者
に力日人し fことき)

。会什し就職した夫(委)に校養される妻 第 3号被保険者
{実j、(一定の収入が減っととき、結婚し ζ

扶養になったとき j

同
け
出
が
遅
れ
る
在
、
後
か
ら
ま
と

め
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た

り
、
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め
の
期
間

が
足
り
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

非
し
く
は
、
牧
場
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ぶ
V
Y佐
川
正
1

…

大

切

に

fo

小
河
川
愛
護
月
間
(
7
月
1
白

i
引
臼
)

一
建
設
省
で
は
、

7
月

を

河

川

安

支

一

…

ワ

水

辺

に

や

す

ら

ぎ

一

一

月

間

と

し

て

、

美

し

く

安

全

な

、

も

…

~

}

こ

ろ

に

ゆ

と

り

~

い

さ

ん

に

愛

さ

れ

る

川

の

逗

動

を

実

施

…

し
て
い
ま
す
コ

川
に
紙
く
ず
、
空
か
ん
な
ど
の

で
コ
ミ
u

を
捨
て
な
い
よ
う
私
達
の

郷
土
の
川
を
大
切
仁
し
ま
し
ょ
う
/

夏
だ
よ
り
は

「
か
も
め
l
る
L

で
!

一
足
の
う
れ
し
い
風
物
詩
、
く
じ
付
き

は
が
き
「
か
も
め

I
る
」
で
暑
中
見
舞

い
の
お
便
り
を
、
親
し
い
人
、
お
附
話

に
な
っ
た
あ
の
方
へ
お
届
け
し
ま
せ
ん

か
。
は
が
き
一
枚
で
心
が
一
週
い
合
う
も

の
で
す
む窃~~ffi&Bω

~@(h窃(þ}~eyo

~ 

各
家
庭
に

郵
霞
受
箱
を
!

伊
予
長
浜
郵
便
局

六
月
ほ
梅
雨
で
雨
の
口
が
多
く
続
き

ま
す
。
郵
便
同
で
は
、
郵
便
物
を
濡
ら

さ
な
い
よ
う
、
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま

す
が
、
大
切
な
郵
便
物
を
雨
か
ら
守
り

保
註
す
る
た
め
、
各
ご
家
庭
に
郵
便
受

箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
、
つ
お
願
い

し
ま
す
。

腕直畠 医

[i完当直医日月

6/28 

ま

簡三
還曇 0
JC頂F迄
融 i隙笠
窒積子
霊童ピ
未金す

郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
は
、
公

共
の
利
益
を
図
る
た
め
、
そ
の
一
部
が

地
方
へ
還
元
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
生
活
環

境
の
整
備
に
有
効
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
ず
F

町
で
は
、
平
成
三
一
年
度
に
簡
易
保
険

積
立
会
の
還
元
融
資
二
億
二
千
五
百
八

十
万
川
を
受
け
て
、
表
の
よ
う
な
事
業

を
ノ
汀
い
ま
し
た
。

工事が進む長浜港湾環境整備事業
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一一水道関係

家庭水道のし〈み ~水道メーターと検針~
水道メーターは、皆さんがご使用になった水量を正確に計り、水道料金の計算資料とします。そして、

水道メーターの検針は、検針員が基準日を決め 1か月毎に検針して、使用水量をお知らせします。検針し

た使用水量は、後日水道料金としてお支払いいただくことになっています。

水道メーターは、皆さんのご家庭と役場とを結ぶ大切な窓口です。検針についてのお問し、合わせは、

生活環境課 (52-1111) までお問し、合わせください。

水道メーターの読み方

水道メーターの検針は、m'の単位

の黒い針(円読式メーター)、デジ

タル数字(直読式メーター)を読み

ます。£単位の赤い針は、検針のと

きには読みませんO なお、円読式メー

ターで黒い針が数字の間を示してい

るときは、小さいんーの数字を読みま

す。

パイロットマーク

円読式水道メーター

※この水道メーターは、

123m'456.eと読みます。 直読式水道メーター

検針にご協力ください

①メーターボックス

の上には、物を置

かないようにして

ください。

②メーターボックスの中

に水や泥が入らないよ

うに、いつもきれいに

しておきましょう。

③家の造改築などで、水道

メーターが屋内や床下に

なる場合は、検針しやす

い場所へ移してくださし、

④犬は出入り口や水

i萱メーターから高佐
れた場所につない

でおいてください。

⑤ 周囲をブロック塀にしたため、その下にメーターが位置している場合は、検針しやすい場所へ移して

下さい。

⑥ 庭下の枝が延び、ボックスが枝の中に埋もれている時は、枝を刈り聞いて下さい。

メーターは、使用者の月々の使用水量を計量するものであり、検針の際、不便のない場所に設置して

頂かなくてはなりません。しかし、上記のような問題があり、移転する場合は、使用者の負担で行って

頂きます。

しかし、町内の大部分は移転しようにも、その場所がない等対応が困難なものもあります。

そこで町では、遠隔検針のできるメーター器の導入を考えています。このメーター器は、現在設置さ

れている場所は変えないでメーター器がこれを発信し、指示数を遠隔読取可能な受信機を取り付けるこ

とにより、年 1同程度発・受信機とメーター器の誤差点検をすることで、その他は遠隔読み取り検針に

なります。

このメーターを使用する場合は、使用者の負担が必要となります。

この負担内容は、発信機9，373円、受信機14，935円、延長コード (7m) 1，926円の合計26，234円(消

費税込み)です。また、メーター器とこの取り付け工事は、町が負担します。
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生活環境関係ーー一

F、、J排出量一人当り~コミらしゴミと〈

皆さんは、一日にどのくらいゴミを出しているか知っていますか。

昨年、長浜町では、年間4，290t (町民一人当たり382kg/年)のゴミを排出しました。愛媛県内でも、

県民一人当たり一日に約 1kgのゴミを排出しました。ゴミの減量化、再資源化が見直されている現在、私

たちはもう一度、ゴミの出し方について考えてみる必要があるのではないでしょうか。

普段、私たちの使っているものは、古くなれば壊れたり、いらなくなったりします。人間が生活する上

でどうしても出てしまうもの、それがゴ三なのですりしかし、ゴミの中には、まだまだ使えるものやリサ

イクルできるものがたくさんあります。!

私たちのふるさとの美しい自然や環境を守り、資源を大切にするために、私たちー人ひとりの努力でゴ

ミをj戚らしていきたいものです。

みんなで考えようゴミについて、

台新聞、古雑誌、ダンボールなどの紙ゴミは、新し

い紙』こ作り直すことができます。紙は木から作られ、

木は石油などを燃やしたときに出る汚れた空気をきれ

いにします。だから、古い紙のリサイクルは、森林を

育て地球の環境を守るためにも、とても大切です。

私たち一人ひとりが 1年間に使う紙の量は、約185
kgになり、すべて新しい原料から作ると、直径14cm、
高さ 8mの木が4本分も必要です。ゴミを減らし、も
のをリサイクルすることは、白然を守ることにもなり

ます。

皆さんも、リサイクルに協力して、

い自然を守りましょう。

ふるさとの美し

~~主治

衡の@J~
d 

ゑ帰主主事

野
や
山
に
、
き
れ
い
な
花
の
咲
く
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
大
麻
」
や

「
植
え
て
わ
る
い
け
し
」
を
ご
家
庭
の

庭
さ
き
で
栽
培
し
た
り
、
近
く
に
自
生

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ら
は
、
法
律
に
よ
っ
て
植
え
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
十

分
に
ご
住
意
く
だ
さ
い
。

植
え
て
よ
い
け
し

わ
る
い
け
し

愛
媛
県
で
は
、
け
し
の
花
が
咲
く
五

月
と
六
刀
に
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅

運
動
」
を
展
開
し
て
、
大
麻
や
け
し
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
評
及
啓
発
と
不

正
栽
培
発
見
、
除
去
な
ど
の
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

県
内
の
各
地
で
、
毎
年
け
し
の
不
正

栽
培
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
法
律
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、

「
植
え
て
よ
い
け
し
」
と
「
わ
る
い
け

し
一
の
区
別
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、

不
正
に
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
見
分
け
方
を
簡
単

に
紹
介
し
ま
す
。

栽

培

立
思

注

植
え
て
よ
い
け
し

ひ
な
げ
し
や
お
に
げ
し
な
ど
が
あ
り

草
丈
は
比
較
的
低
く
、
茎
や
棄
の
表
面

に
粗
毛
が
密
生
し
て
お
り
、
葉
の
切
れ

込
み
が
深
く
濃
い
緑
色
で
す
。

植
え
て
わ
る
い
け
し

草
丈
は
一

m
以
上
で
が
っ
し
り
と
し

て
お
り
、
葉
や
茎
の
表
面
に
ほ
と
ん
ど

毛
が
な
く
、
ろ
う
が
が
っ
た
'U
っ
ぽ
い

緑
色
で
あ
り
、
葉
は
茎
を
半
分
抱
く
よ

う
な
形
で
つ
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
麻
・
け
し
に
つ
い
て
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

不正大麻・けし撲滅運動

(5 月!臼 ~6 月 30 日)
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し
な
い
さ
な
い

舟
動
車
の
不
〆
正
改
造

四
国
運
輸
局
愛
媛
陸
運
支
局

人
よ
り
目
立
ち
た
い
か
ら
、
街
物
全

た
く
さ
ん
積
み
た
い
か
ら
等
の
単
由
で
、

白
動
車
を
不
正
改
造
を
し
て
い
ま
せ
ん

4
N
 臼

動
」
早
の
構
造
設
置
に
つ
い
て
は
、

保
安
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
の

慕
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
、
運
行
で
き
」

ま
せ
ん
円

保
安
幕
準
に
適
合
し
な
か
よ
う
な
不

正
改
造
を
わ
っ
た
自
動
車
は
、
安
全
性

あ
お
一
た
は
一
有
料
れ
で

b
l
ト
ペ
ル
ト
を

締
め
官
世
ん
か
?

え
ノ
大
洲
安
全
協
会
@
警
察
署
う

'ぜ

最
近
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
が

た
い
へ
ん
下
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

交
通
事
故
の
起
き
る
危
険
性
は
、
あ
な

た
の
周
回
に
も
常
に
あ
り
ま
す
。

「
面
倒
だ
か
ら
」
「
窮
屈
だ
か
ら
」

「
う
っ
か
り
し
て
い
た
」
と
い
う
理
由

だ
け
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
な
い

と
、
「
万
が
こ
の
時
に
白
分
や
同
乗

し
て
い
る
人
の
身
を
守
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
安
全
・
去
、
心
令
運
転
を
す
る

ら裏目一一←お

の
時
保
が
著
し
く
損
な
わ
れ
て
危
険
で

あ
る
ば
か
り
で
な
〈
、
排
出
ガ
ス
、
交

通
騒
音
な
ど
を
発
生
さ
せ
て
松
会
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
注
輸
省
で
は
咋
年
民
に
引
き
続

き
、
本
年
受
も
六
月
と
七
月
の
一
一
か
月

間
「
不
正
改
造
車
の
排
除
運
動
」
を
全

周
的
に
畏
闘
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

不
正
改
造
車
を
排
除
し
、
自
動
車
を

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
f

た
め
に
も
皆
同
を
習
慣
一
づ
け
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
Q
&
A

問
・
:
シ
l
ト
ベ
ル
ト
な
し
で
自
力
で

耐
え
ら
れ
る
衝
撃
は
時
速
何
加
?

答
:
・
時
速
七
回
ま
で
で
す
υ

時
速

四
0
1
五
C
l
h
で
走
行
し
て
い
れ
ば
、

と
て
も
シ
!
ト
ベ
ル
ト
な
し
で
は
、
耐

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

間
:
・
時
速
六

O
M
で
衝
突
し
た
と
き

の
衝
撃
は
つ

答
:
・
ピ
ル
の
四
階
の
崖
ヒ
か
ら
飛
び

降
り
て
、
地
問
に
激
突
す
る
時
の
衝
撃

に
相
当
し
ま
す
。

同
:
・
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
な

い
だ
け
で
免
許
が
停
止
に
な
る
の
で
し
ょ

、っ，刀。谷・
・
・
取
り
締
ま
り
を
一
父
け
て
点
数
切

符
を
き
ら
れ
る
と
「
一
点
」
の
減
点
と

な
り
ま
す
か
ら
、
ム
ハ
阿
取
り
締
ま
り
を

受
け
ふ
と
免
許
は
停
止
処
分
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
県
警
察
を
挙
げ
て
シ

1
ト

ベ
ル
ト
の
取
り
締
ま
り
を
強
力
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

間
・
:
シ

1
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
る

と
、
死
亡
保
険
金
の
額
が
割
増
に
な
る

と
聞
き
ま
し
た
が
?

件
:
・
白
動
中
保
険
の
拡
乗
車
傷
害
科

険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
て
い
る
と
死
亡
保
険
金
の
額

が
割
増
に
な
り
ま
す
。

問
:
・
シ

I
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
る

と
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
・
・
・
次
の
よ
、
つ
な
効
果
が
あ
り
ま
す
0

0
衝
突
の
際
、
釆
[
貝
が
車
内
で
フ
ロ
ン

ト
ガ
一
フ
ス
や
ハ
ン
ド
ル
な
ど
に
頭
部
や

胸
部
な
ど
を
ぶ
つ
け
る
の
を
防
ぎ
ま
す
0

0
身
体
を
固
定
し
て
車
外
放
出
を
防
ぎ

ま
す
。

。
一
運
転
姿
勢
が
良
く
な
り
疲
労
度
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

災
害
に
備
え

十
分
な
心
が
け
を

媛

県

愛

斗
ハ
片
は
防
災
対
策
強
調
刀
聞
で
す
。

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
梅
雨
ヤ
台

風
、
秋
雨
前
線
な
ど
の
影
響
で
、
大
雨

の
降
り
や
す
い
季
節
で
す
の

見
で
は
、
こ
の
月
間
中
、
河
川
、
道

路
な
と
の
土
木
施
設
や
工
事
現
場
の
バ

ト
ロ
ー
ル
を
強
め
、
危
険
箇
所
の
発
見

や
応
急
工
事
の
実
施
な
ど
災
害
の
防
止

暴論欠稿者。皆様ヘ

に
努
め
て
い
ま
す
一
U

皆
さ
ん
も
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
災
害
情
報
に
注
意

し
、
危
険
が
迫
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
避

難
す
る
な
ど
、
災
害
に
対
寸
る
警
戒
を

十
分
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に

災
害
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、
ャ
携
帯
ラ
ジ

オ
な
ど
も
前
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

、つ。い方き
。局はま
建、た
設す
部ぐ危
なにな
ど、役:い
に嶋一場
お定所
失日置支を
ら謀見
せやか
く県け
だ、のた
さ土也と

τr:和祈念事業特7iU基金(総理府所管の認可法人)では、

いわゆる恩給欠格者の方で、タト地等に勤務した経験を有し、

加算年を含めた在職年が 3年以上で、請求時において日本

国語を有する方には内閣総理大臣名の吾状を、さらに70歳

以上の方には、高齢者の順に併せて銀杯を贈与毛していますυ

なお次の)5は、この事業の対象になりませんのでご、注意

ください。

※年金たる思給または旧軍人軍属としての在職に関連す

る年金たる給イ寸を受ける権利を有する方。※恩給欠格者の

ご遺族及び戦後、 111ソ連またはモンゴルの地域に強制抑留

された二とのある方。※戦傷病者戦没者遺族等援護法上の

軍属(雇員、傭人、半員等)及び準王手属の方υ

[請求書類の送付先・お問い合わせ先]

平和祈念事業特別基金宮03-3945-4704または、役場椙

ヰ止謀まで。

一請求はお済みですか-
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出
場
か
け
て
熱
い
戦
い

ー
町
民
体
育
祭
地
区
予
選

1

五
月
十
七
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
二
十
八
回
町
民
体
育
祭
長
浜
地
区
予

選
が
行
わ
れ
、
八
チ

l
ム
百
一
一
十
人
が

参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
に
行
わ
れ
る
「
町
民
体

育
祭
」
の
長
浜
地
区
代
表
を
決
め
る
も

の
で
、
選
手
た
ち
は
、
出
場
権
を
か
け

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

な
お
優
勝
は
、
第
一
一
分
団
が
輝
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
健
康
づ
く
り

1
郵
便
局
長
杯
争
奪

ク
ロ
ッ
ケ
l
大
会

i

五
月
二
十
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

A

郵
便
局
長
杯
争
奪
第
七
回
親
睦
ク

ロ
ソ
ケ
!
大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
一

十
八
チ
l
ム
百
三
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
お
年
寄
り
の
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
を
涼
め
健
康

づ
く
り
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
参
加
者
た
ち
は
晴
天
の

も
と
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

な
お
、
豊
茂
①
(
米
岡
喜
一
郎
、

楠
野
孝
行
、
菊
地
三
佐
子
)
が
初

優
勝
に
輝
い
た
。

司V

J_) 

l与{h:teJ
コミュニケーションを深める参加者たち

ふ
れ
あ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

熱戦を繰り広げる選手たち

ー
出
海
で
ふ
れ
あ
い
祭
り

5

五
月
三
目
、
出
海
地
区
で
出
海
ふ
れ

あ
い
祭
り
が
行
わ
れ
、
約
四
百
人
が
参

円

U

J

ご
O

七
M
Iし
手
ム

こ
れ
は
、
「
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
繰
り
広
げ
よ
う
」
を
テ
1
マ

i憂勝{まフ。りティーズ

~レクバレー大会~

五月十日、勤労者体育センター

で第二回クラブ対抗レクリエーショ

ンバレーボール大会が、十四チー

ム百四十人が参加して行われた。

なお、優勝はプリティーズ、二

位は白滝、三位はるり姫チームで

惨

可自F

レシーブ、アタックと熱の入る選手たち

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
ア
ニ
メ
映
画
の

上
映
、
芸
能
発
表
会
、
パ
ザ
1
コ
ー
ナ
ー
、

も
ち
ま
き
な
ど
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

主主

広島

直

言

H

出
海
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会
日

言
葉
に
は
な
ら
ぬ
芦
あ
げ
抱
き
し
子
の

見
つ
む
る
先
に
犬
の
通
れ
る
田

丸

昌

枝

朝
夕
に
五
口
が
気
づ
か
ね
ど
帰
省
せ
し
子

は
蜜
柑
の
花
の
香
い
っ
ぱ
い
と
一
玉
、
っ

兵

藤

都

祝
ひ
餅
拾
ふ
人
ら
の
声
満
ち
ぬ
寺
の
修

復
な
り
し
佳
き
日
に

した。

にみλ
莞か
定ん
屑の
を干E
一一 σコ
日匂
束ひ
ね満
西行ち平
山くた見

る
こ草月
の子
士回

晶
子

楽しいひとときを過ごす参加者

寒
害
の
葉
よ
り
感
染
せ
し
証
し
花
弁
に

黒
き
斑
点
の
出
ず

わふ
ずる
カミさ
σコと
ピを
1 言舌
yレそ主
にる
実頁師
池をの稲
田染声田
め百単
蓉つみ
子った都
り

領F

旬

H
出
海
小
学
校
六
年
生

H

草
千
里
た
く
さ
ん
の
馬
水
を
の
む

河

中

健

志

美
し
く
生
ま
れ
か
わ
っ
た
浄
明
寺

石

山

大

普
賢
岳
し
雲
の
下
か
ら
う
っ
す
ら
と

上
村
昇
一

草
千
里
風
に
ふ
か
れ
て
お
ど
っ
て
る

安
藤
謙
一
郎

阿
蘇
山
に
の
ぼ
れ
ば
春
の
河
口
光
る

村

本

健

桜
の
木
緑
の
色
に
変
わ
っ
て
く

坪
田
三
代
子

四
つ
葉
つ
み
今
日
は
い
い
こ
と

お
こ
る
か
も
上
村
恵
美
子

赤
午
の
せ
な
か
に
名
前
か
お
り
ち
ゃ
ん

山

口

正

恵

つ
ば
め
の
子
か
わ
い
く
な
っ
て

え

さ

も

ら

う

垣

内

純

子

草
千
里
緑
い
っ
ぱ
い
五
月
晴
れ

後
藤
奈
々
恵

初
夏
の
山
草
木
が
育
つ
の
び
ざ
か
り

藤

井

友

希
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」
長
浜
中
学
校

入
選
一
i
石

内

修

君

全
日
本
学
校
関
係

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

五
月
十
日
、
福
岡
県
で
第
四
十
一
二
回

全
国
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
長
浜
中
学
校

が
、
平
成
ご
一
年
度
全
日
本
学
校
関
係
緑

化
コ
ン
ク
ー
ル
の
学
校
環
境
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
の
部
で
国
土
緑
化
推
進
機
構
理

事
長
賞
に
入
選
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
和
小
学
校
の
石
内
修
君

(
現
在
長
浜
中
二
が
、
平
成
四
年
周

囲
土
緑
化
運
動
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原

画
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の
部
で
、
国
土

緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
に
入
選
し
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

小学校の部で入賞した石内君

戒
州
問
繰
の
少
年
間
に

感

謝

状

平
成
四
年
度

愛
媛
県
植
樹
祭

五
月
十
七
日
、
三
間
町
で
平
成
四
年

度
愛
媛
県
植
樹
祭
が
行
わ
れ
、
戒
川
緑

、二十腕む..匂...:::.:.1..::/...._;;;...;..-1:，:'，/，;.'瞳⑩

大野草草+皇居世 ん/此 i 田末思1)b 寄港 〔木

て ーと名名 i 
ほ将子少は付お;

一町一一温_，.. _-一一回日瞳咽"'''_."0し来でし 、けお l
H 瞳醤謹醸欝鱒襲警察離警護襲撃いは決しおまら l
瞳謹露盤整ダ 守護議議譲麗舗な 、定ぶ姉しか;
遡蟻彊醤酸 ι ソミ翠魅惑欝震被/人しっちたで園
子謹輯臨F二 J習警襲撃醤 にまでや
11 麗寵量豊麗 -議選議襲撃護 信しいんお男
韓謹欝'""， 警護 頼たまの父ら
号瞳嘗¥一 種三。し時さし
題輯喜静 穏むしたにんくん纏寵. 有
醤罷E ソ~¥ 1 2 が考はと
瞳醸 ¥ ぷデ¥ 土 、え 、}，~亘
母謹冨室主 ふIrl轟轟1" 再三一手、 き おて「つ
醤国艶a でι 九 母い晋て

7E 覇軍震に続出~山必伊欝 孟 さた太 N

問、圏担置 額出ん名郎昔
aさ羅橿嵐覇軍 騒
iん欝襲警 事千の前」太
匹 瞳覇軍軍， に 押だと郎

な しかい

平成3年6月22日生まれ つ のらうと;

一一一表彰・一歳です・ふるさとめぐり

の
少
年
団
(
戒
川
小
学
校
)
が
、
緑
化

運
動
推
進
活
動
の
功
績
に
よ
り
、
小
野

義
章
国
土
緑
化
愛
媛
県
推
進
委
員
会
委

員
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

島
田
梅
次
郎
さ
ん

第
二
十
七
回

え
ひ
め
花
ま
つ
り

四
月
二
十
八
日
、
愛
媛
県
民
館
で
第

二
十
七
回
え
ひ
め
花
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

長
浜
の
島
田
梅
次
郎
さ
ん
(
七
九
)
が
、

永
年
長
浜
盆
栽
同
好
会
々
長
と
し
て
、

趣
味
闘
芸
普
及
の
功
労
に
よ
り
、
伊
賀

貞
雪
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

| 国道378号の晴海地医は、約400本の i 
iアジサイが植栽され、今では、通称 c:;， ! 
「アジサイロードJ と呼ばれている。 a品、 i
これは、平成 2年 6月に町づくり委員 宏 1

会の花部会と役場青年部が、花いっぱ -~ ~ 

い運動の一環として、道路を花いっぱ 7 認|
いに飾ろうと植栽されたものである。 ノ ア
なお、ゆとりと豊かさの実感が求め ご5r 
られている王見イ℃、この「アジサイロー ωト
ドJは、梅雨のジメジメした時季に七 サω
色のたくさんの美しい花を咲かせ、通 、 jI~ 
行する人の心を和ましてくれるだろう o ~ '0 

り |

感謝状を受ける戒川緑の少年団知事表彰の島田さん

平成4年度銃砲
刀剣の肇録について

花カず咲き初めたアジサイロ ド

ロ

i福
ド議

銃砲万剣類の登録鑑定を次のとおり実施します

から、すみやかに発見者(所有者)自身が銃砲刀

剣類を持参し、登録手続をしてください。

時・・・毎月第 3水曜日 (祝日の場合は翌日)

万剣類 (13: OO~ 16 : 00) 

銃砲 (15: OO~ 16 : 00) 

所…愛媛県生活文化センター

(松山市北持田町139-2 宮 33-1369)

持参品一.l.万剣類発見届出済証 2.当該銃砲刀剣

類 3.手数料ー 1件につき5，000円 4.印鑑

5.身分証明書(運転免許証、健康保健証

等)

意…銃砲万剣類は発見時の状況のままで持参

のこと

照会先…県教育委員会芸術・文化財室

宮 (0899) 34-3229 

場

千王

日
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(布岸本印刷

生
涯
学
習
通
告

講
産
で
学
習
を
!

N
H
K
学
園

印刷

生す講
教題。座 N
養事秋 H
と習期 I三
趣過の三j主
味信受困
を露苦 言蒋』ご
探塵生は
めを

る 券生
r二 集涯
竺 し学

語 て習
い i盈
まイ言

平成 4年 6n 10日発行平成 4年 6月号

空
ヘ
明
前
辺

海
角
凶
暗

躍
縛
副
田

一
応
募
資
格
一
十
八
歳
以

i

卜
一
、
一
十
七
歳
未
満

祖
師
抱
一
給
与
}
初
任
給
(
十

二
一
一
万
三
千
九
川
円
一
崩
末
、
勤
勉
手

当
(
年
一
一
一
回
:
・
介
計
T
1
7

一
二
五
か
月

分
」
め
他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤

務
条
件
等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

{
衣
食
住
}
食
事
、
宿
舎
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広報ながはま

!日寺は金なり j という諺が

あるが一刻を惜しんで働し、た

のは幸干のこと、今、はローンな

どでお金を手にし易いので、

むしろ「金は時なり j とお金

で時(;jき~rむを楽 1_ もうとし、

う風潮が強いっしかし、六月

十日は IH.'，の記念日」である。

この院にその山来を調ぺてみ

るのも向白か月うIrl::::f本書

*己』フ二百ソミ三i (天守'1'10年く671
亡し汁ぎう

年> )の頃に!夏四JjT卯の
しん;玄つ ろつよ〈

朔手卯に漏砲を新しき台に置

く。始めて候時を打つ。鐘鼓

を動ず。漏剤を用いる。云々J
の記事があって、それに基づ

いて、大正 9~三に「時の記念

日Jカ安定三Mうらオl犬ごとし、う。

「四月丁卯」が新暦の六月十

日に当たるからである o i席克立

と』土釜歪に!!'j'えらオLプニオくを房王σコ
ノj、子しヵ、九i昂山させて、 '1'に玉乞
てたオ主の日 _7J長りを言売むことに

よって H.)ニ聞を戸|ったもので、

日召手口 56 壬手 12Jj17 日び)>>耳障~ ~二

「大イヒの改析を断h した中大

兄皇子(後の天智天皐)が皇

太子時代、標準時亥iJをf夫め、

飛鳥京域知らせるためにわが

問で初めて建造した漏刻遺跡

が見つかった」と報じられして、

その歴史的事実が証明された

と聞く。 I時の日に鐘鳴らし

居る野寺かなJ青木月斗。
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医
が
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ま
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。
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広
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不
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け
し
ま
す
が
、
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解
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力
を
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い
し
ま
す
。
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一
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。
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浜
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長
感
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中
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郎
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志
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誤
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で
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た
。
訂
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し
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お
詫
び
し
ま
す
。
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